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実行委員長　松田博子

　今回の シ ン ポジ ウムは ，2009 年 3月28 日（土），大

阪市立大学文化交流セ ン タ
ー

にお いて 「色彩心 理」の テ

ー
マ で開催いた しま した 。 参加者は68 名 。 講師に は ，

「第 9回 ロ レア ル 色の 科学と芸術賞」の金 賞を受賞さ

れ ，錯視で有名 な立命館 大学の 北岡 明佳先生と ，京 都

大 学大学院で ヒ ト大脳の 色 覚過程研究を され て い る 山

本洋紀 先生 のお 二 人 をお招き し，買重 な お話 を伺 いま

し た 。

〈第一部 〉 北岡先生の ご講演　 「色の錯視と残像」

　最初に 「入学式」と題 した錯視を見せ て 頂き ました 。

灰 色だ っ たサクラの花びらが ，背景色が現れるとピ ン

ク色 に見え ま した。会場全員がび っ くり した瞬間で す。

北岡先生 は沢山の カ ラ
ー

コ ピーを乙用 意 して下さ っ て

い て ，動い て 見え る 「踊 る ハ
ー

ト達」錯視で は ，脳内処

理速度との 関係を ，有名な 「蛇の 回転」錯視で は ，動く

方 向の分類などを解説 して下 さい ました 。 そ れから．

  色 の対比   色 の同 化   彩度対比   ム ン カー錯 視  

色の ±牢錯視   遠隔色対比 ・遠隔色 同化   「第 3の 」

強力な色相の錯視   色の フ ィ リ ン グ ・イ ン   図地 分

離による色 の錯視   色収差 による錯視   主観色   色

の 残像 ，と い う課題に沿 っ て ，時間の許す限 り沢山の

錯視図形 とその解 説 を していた だき ま した 。 とても 楽

しい 時間で した。

　当日のセ ミナ
ー

に用いた 資料は ，「発 表に使用 した ウ

ェ ブペ ージ」と題 して下記の 北岡先生の ホームペ ージ

上 に掲載されて います 。

http ：〃 www ，p ＄y．ritsumei ．ao ．jp／
”
akitaokaf

shik 「saigakkai2009 ．html

＜ 第二 部 ＞ L］本洋紀先生 の こ購 演　 「脳の研究か らみ

た色彩」

　 MRIで撮影さ れた 山本先生 ご 自身の視覚野 映像の デ

モ ンス トレ
ー

シ ョ ンか ら始ま り，そ の後 ，色と視覚野

の 関係を 解説 して 頂 き ま した p 会場 の人 たち は とて も

びっ くりして い ました 。 山本先生の脳が映像の中で回

転 していたの です。そ れは とて も衝撃的 な映像で した。

回転 してい る脳は機能 して いる部分が色づ けされ てい

て ，美 しく映し出されて い ました 。 また ，文字 に色が

つ いて見 え る共 感覚者の お話 や ，中枢 とまで はい えな

い に して も ，唯一の 色だけに 特化 した脳領域の 存在が

ある とい うお話 を ，短 い時 間で は あ りま した が ，わか

りやす く解説 し て い た だぎ ま した 。

〈質疑応答 〉 で は ，「錯視 は何故美 しい とい われ てい

るの か」，「夢やイメージを描 くだけでも脳の 視覚野は

反 応 して い る のか」など ，錯視 と脳 に つ いての 質問が

あ が りま した。またシ ン ポジ ウム 終了後も先生方の前

には行列ので きる ほど盛況で した。

〈 ア ン ケー ト〉 で は ，「錯視に よ る 色の 見 え の 変化は 資

料に よる大 まかな知識 しか知 らな か っ たが ，今回は驚

ぎの 連続で とて も わか りや す い 内容だ っ た」（多数），

「特 に脳 とい う角度 か ら の 内容 は と て も新鮮 だ っ た」

（多数），「お二 人の組み 合わぜ の 内容に とて も満足 し

た」，「今後も 多角的な 方向か ら見た色の 話を 聞か ぜ て

欲 しい」とい うご意見 を頂き ま した。
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